

















































theapplicatorypointofview to clarify the
23
ScientificReportsoftheFacultyofAgriculture














































































A membrane fraction (3mg protein)was
































sured spectrophotometricaly at45°C by the
increaseinabsorbanceat275nm withaShima-
dzuUV-1200spectrophotometer.Thereaction








































































































































DNP CCCP NEM HQNO
S?O??? 100 100 100 100
S?O??? 73 65 0 57
S? 10 20 0 18
SO??? 10 18 ND?? 0








































































































































































































上村 一雄・澤田 竜子・杉尾 剛
（生物機能開発学講座)
硫黄で増殖した AcidithiobaciluscaldusGO-1株の休止菌体を用いて，還元型硫黄化合物の酸化機構を検
討した．GO-１株は，チオ硫酸，テトラチオン酸，元素硫黄，亜硫酸及び硫化物の酸化活性を持っており，
その最適 は，それぞれ２，３，３-６，７及び７であった．これらの酸化活性の中で，亜硫酸の酸化速度が
最も高かった．阻害剤やアンカップラーを用いて，還元型硫黄化合物の酸化への影響を調べた結果，DNPと
CCCPによる元素硫黄及び亜硫酸酸化活性の強い阻害，NEM によるテトラチオン酸及び硫黄酸化活性の強
い阻害，および HQNOによる元素硫黄及び亜硫酸酸化活性の阻害が観察された．これらの結果は，テトラ
チオン酸がペリプラズマで，硫黄及び亜流酸が細胞質で，それぞれ酸化されることを示唆した．細胞膜から
ピリジンフェロヘモクロームを調製して，シトクロームの構成成分を検討した結果，ヘム b及び cが検出
された．また，末端酸化酵素の活性を検討した結果，ユビキノール酸化酵素の活性は検出されたが，哺乳類
のシトクロームを用いて測定したシトクロームc酸化酵素の活性は検出されなかった．これらの結果に基づ
いて，At.caldusGO-１株の還元型硫黄化合物の酸化機構を考察した．
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